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呼吸器感染症 に対するRU 28965の 効果について
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このたび,新 しく開発されたマクロライ ド系抗生物質であ るRU 28965の 有効性 と安全性 について

臨床 的検討 を行 った。

対 象は12症 例であ り,内 訳 は肺炎 と急性気管支炎がそれぞれ3例,慢 性気管支炎が5例,急 性上気

道感染症が1例 であ った。 これ らの症例 に対 してRU 28965を1日200～450mg,5～21日 間投与 した。

臨床 効果 として は著効2例,有 効3例,や や有効5例,不 明 と無効が それぞれ1例 であ り,有 効率は

83%(や や有効以上)で あった。原因菌 を分離 し得 た6例 の うち3例 で菌の消失がみられた。臨床検査

成績で は,本 剤投与後GOT・GPT軽 度上昇が1例 にみ られた。そ の他,自 他覚的 な副作用は認め ら

れなかった。

RU 28965は,フ ラ ンスの ルセル ・ユク ラフ社 で新 し

く開発 された半合成 マクロライ ド系抗 生物質 であ り,従

来のマクロライ ド系抗生物 質に比べて胃酸 に対す る抵抗

性 に優 れてお り,経 口投与で よ り高い血中 ・臓器内濃度

が得 られ る1)。血 中半減期が長いため,投 与回数が少な

くて済み,ま た肝障害等の副作用の低減が期待 されてい

る。

今回,我 々は このRU 28965を 呼吸器感染症12例 に使

用 し,そ の臨床効果,細 菌学 的効果お よび副作用 につい

て検討 を加 えたので報告する。

I.　対象な らび に方法

投与対象は,昭 和61年4月 より10月 まで当科 および当

科関連病院 を受診 した男性8名,女 性4名 か らなる呼吸

器感染症患者12名 であ った。年齢 は34歳 か ら70歳 までで

平均51歳 であ った。疾患別 内訳 は,Table 1に示す よう

に肺炎 と急性気管支炎がそれぞれ3例,慢 性 気管支炎が

5例,急 性 上気道感染症が1例 であった。 これ らの12症

例の うち5症 例 は,基 礎疾患 として陳旧性肺結核(1例),

慢性 気管支 炎(2例),慢 性副鼻 腔炎(1例),慢 性 肝炎

(1例)を 有 していた。

投与方法 は1回100～200mg,1日2～3回 の経 口投与

で あ り,1日 投与量 は200～450mg,投 与 日数は5～21日,

総投与量は1.5～6.3gで あ った。

臨床効果の判定は臨床症状,検 査成績等 を総合 し,著

効(Excellent),有 効(Good),や や 有 効(Fair),無 効

(Poor),不 明(Unknown)の5段 階で評価 した。

細菌学的効果については,原 因菌 を分離 し得た6症 例

について,本 剤投与後 の原因菌の消長によって判定 した。

II.　成 績

投与成績 はTable 1に示す ように,臨 床効果について

は著効2例,有 効3例,や や有効5例,無 効1例,不 明

1例 であ り,、その有効率(や や有効以上)は83%(10/12)

であった。 また,細 菌学的効果については6例 中3例 に

原 因菌の消失がみ られ,有 効率 は50%で あった。以下,

数症例 について略記す る。

症例6:60歳,男 性,肺 炎

昭和61年4月20日 頃 よ り咳嗽,喀 痰がみられ,4月25

日には38.0℃ の発熱が出現 した。胸部 レントゲン写真 に

て右 中肺野 に浸潤 影 を認め た。喀痰 よ りS.pneumoniae

が分離 された。本剤投与開始2日 後よ り解熱 し,自覚症

状 も軽 減 した。300mg/日,14日 間投与後 白血球数,

CRP,胸 部 レン トゲ ン写真で も改善が認められ有効と判

定 した。喀痰培養で も起炎菌が消失 し細菌学的効果が認

め られた。

症例7:34歳,男 性,肺 炎

昭和61年5月 中旬 より咳嗽,喀 痰,37.5℃ の発熱が出

現 した。5月22日 当科受 診 し,胸 部湿性ラ音,白 血球増

多,胸 部 レン トゲン写真 上,両 肺野に浸潤影を認め本剤

が投 与 された。投与後,解 熱傾向,胸 部 ラ音軽減,膿 性

疲減少がみ られ,300mg/日,7日 間の投与で白血球数

CRP,胸 部 レン トゲ ン写真の改善 も認め られ著効 と判定

された。原因菌 は同定 し得ず,細 菌学的効果は不明であ

った。

症例8:70歳,男 性,慢 性気管支炎増悪

昭和50年 頃よ り咳嗽,喀 痰が あったが,昭 和60年頃よ

り冬期 には喘鳴 も出現 していた。喀痰量の増加,呼 吸困

難が出現 して昭和61年6月30日 当科に入院 した。喀痰よ

りH.influenzaeが 検出 された。本剤投与後,短 時日のう
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ちに喀痰量が著 しく減少 し,呼 吸困難 も改善 し,著 効 と

判定された。300mg/日,21日 間投与 でH.influenzaeも

消失し,細 菌学的効果 も認 められた。

III.　副 作 用

本剤投与による副作用 を検索す るために,本 剤投与前

および投与終了直後 に血液学的検査,肝 機 能および腎機

能検査などを施行 した。 また,副 作用 と思 われる皮疹,

消化器症状,そ の他の 自他覚的所見 について も検討 した。

検索し得た検査成績の うち,赤 血球数 白血球数,血 小

板数,GOT,GPT,Al-P,T-Bit,Creatinine,BUNの

測定値をTable 2に示 した。

本剤投与後に出現 した異常値 と しては,症 例12に おい

てGOT・GPTの 軽度上昇がみ られた.

症例10では基礎疾患 として慢性肝炎 を有 していたが,

本剤投与後GOT,GPTの 増悪 はなか った。

また,全 症例 を通 じて副作用 と思われる自他覚的身体

所見は認められなかった。

IV.　考 察

従来,マ クロライ ド系抗生物質は消化管 からの吸収が

β-ラクタム剤な どに比べて劣 るとされ,血 中濃度 を高

めるべ くエステル化 した製剤では肝障害 の発生率が高 く

なると言われている。RU 28965は これ らの マクロ ライ

ド系抗生物質の欠点を改善すべ く開発 され,経 口投与で

より商い血中 ・臓器内濃度が得 られ,血 中半減期が長い

ため投与 回数 も少 な くて済み,か つ肝障害等の副作用の

低減 が期待 されている1,8)。

こ の た び,我 々 は呼 吸 器 感 染症12例 に対 してRU

28965を 投与 し,臨 床効果 と して83%(や や有効以上)の

有効率 を得た。細 菌学的効果については,6例 中3例 に

原因菌の消失がみ られ有効率は50%で あ った。 しか し,

無効例 にはp.aeruginosaの 感染症 も含 まれて いたこと,

有効例中に もレジオネラな どマクロライ ド系抗生剤が特

に有効な病原微生物に よる感染症が確認で きなか った こ

と,83%と いう高い臨床効果 を得 られたこ とは,本 剤の

一般 の呼吸器感染症に対す る有用性 を示す もの と考える
。

副作 用 と しては,GOT・GPTの 軽度上昇 が1例 にみ

られ たが中止後すみやか に正常値 に復 した。 また基礎疾

患 に慢性肝炎を有す る症例で も,本 剤投与後肝機能の増

悪 はみ られなかった。その他 の副作用 と思 われる自他覚

的身体所見 を呈 した症例 はなかった。

以上 の結果 よ り,本 剤 は比較的安全性の高 い有用な薬

剤であると考 えられる。
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RU 28965 IN RESPIRATORY TRACT INFECTIONS
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We carried out a clinical investigation on RU 28965, a newly developed macrolide antibiotic which is an ether oxime

derivative of erythromycin with improved pharmacokinetic properties. RU 28965 was given orally to 12 patients with re-

spiratory tract infections, at a daily dose of 200•`450 mg.

Clinical response was excellent in 2, good in 3, fair in 5, poor in 1 and unknown in 1 patient. No side- effect was

observed in this study , but in one case elevation of serum transaminase levels was noted.


